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未来につなぐ資産管理

～投資一任による資産承継～
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およびリスクについては最終ページをご覧ください 。
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資産運用について

資産運用の目的・・・ 世界一周
旅行

別荘

豊かな生活、家族の幸せ

資産運用の目標

財産承継の方針

実現に向けた

分析 準備 実行

など

資金
援助
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資産運用について

資産を運用するときに考えるポイント

どのような方法で
運用するのか

どのような商品で
運用するのか

運用期間をどれ
くらいにするのか



当資料中のいかなる内容も将来の成果を示唆・保証するものではありません。その他のご留意事項につきましては、巻末の「お取引にあたっての手数料およびリスクについて」をご覧ください。 4

考えること

目的地に
到着

旅行や出張
の計画

資産運用について

目的地

所要
時間

交通
手段

到着する
日時

費用
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目標とする
運用成果
に到達

資産運用
でも・・・

考えること

資産運用について

運用
方法

運用
期間

運用額
目標
金額

リスクを抑
えた計画
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資産運用について

国際分散投資による投資一任契約運用 ・・・➤ ファンドラップが最適

情報を
収集する

決断する
実行に移す
（発注する）

資産運用の流れ

運用状況
を管理

適宜
見直し大変な労力と時間が必要！

■値動きの異なる資産に「国際分散投資」し収益の安定化を図ります

■投資に不慣れな方、運用に手間をかけられない方でも、「ファンドラップ」なら本格的な国際

分散投資を手軽に実践することができます
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ダイワファンドラップでは、お客さまの投資方針の確認 ⇒運用スタイルの提案 ⇒投資一任契約の締結

⇒運用の実行 ⇒継続的なフォローアップ･･･と続く一連のサイクルで包括したサービスをご提供します。

ダイワファンドラップでは複数のご質問にご回答いただくことにより、

お客さま一人ひとりに最適な運用スタイルをご提案いたします。

6つのプロセスを通じた資産管理

ご質問項目のイメージ

ダイワファンドラップの資産管理
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1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025

値動きの異なる複数の投資信託(ファンド)をひとつに包んで(ラッピングして)、

その運用・管理を専門家に任せることができる資産運用サービスです。

国内外の株式や債券、不動産などに分散して投資する手法は「国際分散投資」と呼ばれ、中長期的な価格

変動リスクを抑え、収益の安定化を図る運用手法として、公的年金資金の運用などにも用いられています。

日本債券J-REIT

ヘッジ
ファンド

コモデ
ィティ

外国
REIT

外国債券

日本株式
外国株式

収益の安定化！

値動きの異なる資産に「国際分散投資」

世界の経済規模（名目GDP）の推移

（出所）IMF世界経済見通し 2022年10月 ※IMFの予測を含みます

成長を続ける世界経済。

国際分散投資は世界経済拡大の恩恵を享受

11兆米ドル

132兆米ドル

2027年

1980年

ファンドラップとは
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過去12年間の各資産の単年ベースの騰落率（円ベース、年末値比較）

〈各資産インデックス詳細〉日本株式：TOPIX（配当込）、外国株式：MSCIコクサイ・インデックス（配当込）、日本債券：ダイワ・ボンド・インデックス（総合）、外国債券：FTSE世界国債
インデックス（除く日本）、J-REIT：東証REIT指数（配当込）、外国REIT：S&P先進国REIT指数（除く日本、配当込）、コモディティ：ロジャーズ国際コモディティ指数（“RICI”*）*
「Rogers International Commodity Index®」および「RICI®」は、James Beeland Rogers、Jim Rogers®又はBeeland Interests, Inc.のトレードマークおよびサービスマークであり、使用許諾を要します。

各資産に等金額投資をした国際分散投資＝分散投資

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 累積リターン

日本債券 日本REIT 外国株式 外国REIT 日本株式 コモディティ 日本株式 日本REIT 外国株式 外国株式 コモディティ コモディティ 外国株式
2% 41% 55% 42% 12% 10% 22% 11% 28% 11% 57% 36% 4.61 倍

外国債券 外国REIT 日本株式 日本REIT 外国REIT 日本REIT 外国株式 日本債券 日本REIT 日本株式 外国REIT 分散投資 外国REIT
0% 39% 54% 30% 2% 10% 19% 1% 26% 7% 51% 0% 3.46 倍

外国REIT 外国株式 日本REIT 外国株式 日本債券 外国株式 分散投資 外国債券 外国REIT 外国債券 外国株式 日本株式 日本株式
-2% 32% 41% 21% 1% 5% 7% -4% 23% 6% 38% -2% 2.75 倍

分散投資 分散投資 分散投資 外国債券 外国株式 分散投資 外国REIT 分散投資 日本株式 日本債券 分散投資 日本REIT 日本REIT

-9% 24% 31% 16% -1% 4% 6% -5% 18% -1% 26% -5% 2.70 倍

外国株式 日本株式 外国REIT 分散投資 分散投資 外国REIT 外国債券 外国REIT 分散投資 分散投資 日本REIT 日本債券 分散投資
-9% 21% 24% 16% -3% 3% 5% -8% 16% -2% 20% -5% 2.51 倍

コモディティ 外国債券 外国債券 日本株式 外国債券 日本債券 コモディティ 外国株式 コモディティ コモディティ 日本株式 外国債券 外国債券
-12% 20% 23% 10% -5% 3% 1% -10% 11% -12% 13% -6% 1.75 倍

日本株式 コモディティ コモディティ 日本債券 日本REIT 日本株式 日本債券 コモディティ 外国債券 外国REIT 外国債券 外国株式 コモディティ
-17% 15% 16% 4% -5% 0% 0% -12% 6% -12% 5% -6% 1.59 倍

日本REIT 日本債券 日本債券 コモディティ コモディティ 外国債券 日本REIT 日本株式 日本債券 日本REIT 日本債券 外国REIT 日本債券
-22% 2% 2% -11% -26% -3% -7% -16% 2% -13% 0% -14% 1.11 倍

「国際分散投資効果」の有効性①



当資料中のいかなる内容も将来の成果を示唆・保証するものではありません。その他のご留意事項につきましては、巻末の「お取引にあたっての手数料およびリスクについて」をご覧ください。 10

「国際分散投資効果」の有効性②

7.5% 14.4% 19.9% 25.7% 32.4% 38.5% 43.8% 51.4% 60.2% 68.5%

-50%

0%

50%

100%

150%

200%

国際分散投資と長期投資の親和性

（1994年12月末～2022年12月末時点）

計算期間：1994年末～2022年末。上記シミュレーションは、データ期間中の毎月運用スタートし、該当の年数運用したときのリターンを示したものです。
運用にかかるコスト等は考慮していません。国際分散投資は月次でリバランスを実施したと仮定しています。
※ 国際分散投資（6資産均等投資）･･･日本株式：TOPIX（配当込）、外国株式：MSCIコクサイ・インデックス（配当込）、日本債券：DBI総合、

外国債券：FTSEWGBI（日本を除く）、外国REIT：S&P先進国REIT指数 TR、コモディティ：S&P GSコモディティ指数（配当込）。 データ出所：Bloomberg

最大リターン

最小リターン

1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年

平均リターン
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公的年金に学ぶ運用術

基本ポートフォリオ
（2020年4月～）

GPIF (年金積立金管理運用独立行政法人)の運用状況（市場運用開始以降）

日本株式

25%

外国株式

25%

外国債券

25%

日本債券

25%

-0.6 

-3.0 

1.9 

4.5 
13.4 

17.4 

11.9 

2.5 

11.7 

11.4 

14.0 

25.2 

35.4 

50.7 

45.4 

53.4 

63.4 
65.8 

57.5 

95.3 

105.4 

98.1 

-20

0

20

40

60

80

100

120

2001年度 2004年度 2007年度 2010年度 2013年度 2016年度 2019年度 2022年度

年金積立金管理運用独立行政法人 「2022年度第3四半期運用状況（速報）」より大和証券作成

(兆円)
累積収益額 98兆1,036億円

運用資産総額 189兆9,362億円

収益率（年率） ＋3.38％

（対象期間：2001年度～2022年度第3四半期）
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GPIFは、状況に応じてポートフォリオの見直しをしています。

2020年4月～

75％ 71％ 50％ 50％

債券債券債券債券

2014年11月～

2020年3月

2013年4月～

2014年10月
～2013年3月

50％50％

24％20％

株式 株式

株式 株式

※内日本債券 ※内日本債券60％ ※内日本債券 ※内日本債券25％67％ 35％

※ ※
※ ※

（出所）年金積立金管理運用独立行政法人 ホームページより大和証券作成

現行

公的年金に学ぶ運用術

債券

株式

適切なポートフォリオを維持し、環境に応じてメンテナンスを行うことは手間がかかります。

➡「ダイワファンドラップ」なら専門家によるメンテナンスを実施
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国内ラップ口座 契約資産残高推移（各年12月末時点）

2012年9月末

5,695億円

2017年12月末

7兆8,859億円

2022年12月末

14兆0,907億円

※ 一般社団法人日本投資顧問業協会公表資料（2022年12月末時点）より、大和証券作成

残高を拡大するラップ口座
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２章 大切なご資産を未来に引き継ぐためのポイント
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ご家族の無用な争いを避けるために事前に対策をたてる

大切なご資産を未来に引き継ぐためのポイント

考えるポイント

財産をご相続するにあたって、相続税納税資金を確保する

相続税の負担を減らす

point

1

point

2
point

3
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財産承継に対する考え方

次世代に残していくために

遺産分割を巡る、

いわゆる「争族」が増えています。

現金化できない資産だけだと、

納税資金が不足してしまいます。

平成27年1月の税制改正より、

相続税の負担が高まっています。

資産を「へらす」準備資産を「のこす」準備資産を「わける」準備

遺産分割のトラブル 納税資金の不足 相続税の負担



当資料中のいかなる内容も将来の成果を示唆・保証するものではありません。その他のご留意事項につきましては、巻末の「お取引にあたっての手数料およびリスクについて」をご覧ください。 17

大和証券では、お客さまのご意向に沿った財産承継プランの実現に向けて
実績豊富な分析システムを活用し、お客さまに最適なプランをご提案します

大和証券の財産承継プランニング

相続税シミュレーション

円滑な財産承継に向けた
課題の抽出

相続の専門家が
課題の解決策をご提案

＋

相続税を
把握したい

円滑に財産を
移転したい

家族の未来を
応援したい

『財産承継プランニング』とは

※2018年7月のサービス開始以来、財産承継プランニングの分析を行なったお客さまのご資産の総額（2021年2月末時点）

※
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『財産承継プランニング』のご提案例

１．相続税シミュレーション

２．保有財産の状況（概要）

３．円滑な財産分割

４．納税資金の準備

５．相続税の軽減対策

お客さまからお伺いした財産分割案をもと
に、相続人毎の相続税額や相続割合を
試算します。



当資料中のいかなる内容も将来の成果を示唆・保証するものではありません。その他のご留意事項につきましては、巻末の「お取引にあたっての手数料およびリスクについて」をご覧ください。 19

『財産承継プランニング』のご提案例

１．相続税シミュレーション

２．保有財産の状況（概要）

３．円滑な財産分割

４．納税資金の準備

５．相続税の軽減対策

お客さまが保有されている資産と負債をバ
ランスシート（貸借対照表）の形にするこ
とで、相続資産の全体像をご確認いただ
けます。
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『財産承継プランニング』のご提案例

１．相続税シミュレーション

２．保有財産の状況（概要）

３．円滑な財産分割

４．納税資金の準備

５．相続税の軽減対策

円滑な財産分割に向けた課題とその対策
をご確認いただけます。
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『財産承継プランニング』のご提案例

１．相続税シミュレーション

２．保有財産の状況（概要）

３．円滑な財産分割

４．納税資金の準備

５．相続税の軽減対策

相続税の納税資金の準備状況について、
相続人毎に不足が無いかをご確認いただ
けます。
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『財産承継プランニング』のご提案例

１．相続税シミュレーション

２．保有財産の状況（概要）

３．円滑な財産分割

４．納税資金の準備

５．相続税の軽減対策

生命保険の非課税枠や、生前贈与を活
用した場合の効果をご確認いただけます。
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遺産分割を巡る、

いわゆる「争族」が増えています。

現金化できない資産だけだと、

納税資金が不足してしまいます。

平成27年1月の税制改正より、

相続税の負担が高まっています。

資産を「へらす」準備資産を「のこす」準備資産を「わける」準備

遺産分割のトラブル 納税資金の不足 相続税の負担

財産承継に対する考え方

次世代に残していくために
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相続発生時 ポイント

運用は継続されます
原則、銘柄ごとに
手続きが必要

運用終了となり
現金化されます

銘柄ごとの
手続きは不要

株式 や
投資信託 等

ダイワ
ファンドラップ

現金でのご相続となり、“分けやすく・わかりやすく”のこすことができます。

相続発生時には現金化されます

この他にも、受取人指定、暦年贈与などのサービスもご案内

ファンドラップの活用ポイント
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「相続が発生する」時期に向け
て、「必要な納税資金を計算」
し、財産の分割方針を決定し

準備をする

財産承継資産運用

『資産運用』と『財産承継』

「目標期間」と「目標金額」を
決めてリスクをコントロールし

ながら運用をする

「現状を分析」し「課題を明確化」することが大事
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フューチャー・デザイナー ～未来のカルテ～
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大和証券では、全国すべての店舗に相続・贈与の
プロフェッショナルである「相続コンサルタント」が在籍しております。

まずはお気軽にご相談ください。
（ご相談は無料です）

知識・経験 地域密着 全国連携

※CFP®とは、日本FP協会が認定するファイナンシャル・プランナー資格です。資産運用や税務等に関する専門知識を有しています。

特徴１ 特徴２ 特徴３

「相続コンサルタント」とは、

CFP®資格保有者等から任命され、「相続・贈与」に関し、

より高度で専門的な知識を有するプロフェッショナル・スタッフです。

大和証券の『相続コンサルタント』とは
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専任のウェルスアドバイザーによるトータルコンサルティング

当社の最上級のコンサルティングサービス

プラチナウェルスラップサービスの特長

多様かつ高度なウェルスソリューション

チーフ・インベストメント・オフィス（CIO）機能を搭載した投資

一任運用サービス

特長

1
特長

2
特長

3

特長

４ ご契約者さま専用の充実した特典
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デュアル担当制

非金融資産を含む総資産の
管理・承継のニーズ

金融資産の
運用・管理のニーズ

お客さま

営業
担当者

ウェルス
アドバイザー

連携

プラチナウェルスラップサービス
の提供

個別資産運用商品等
のご案内

プラチナウェルスラップサービスの仕組み

プラチナウェルスラップサービス

相続
コンサル

事業承継
コンサル

不動産
コンサル

… CIO’sセレクト
ダイワプラチナウェルスラップ
（投資一任運用サービス）

1 ウェルスソリューション 2 資産運用
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■ 商号等 大和証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第108号

■ 加入協会 日本証券業協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、一般社団法人金融先物取引業協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会、一般社団法人日本STO協会

株式等の売買等にあたっては、「ダイワ・コンサルティング」コースの店舗（支店担当者）経由で国内委託取引を行なう場合、約定代金に対して最大1.26500％（但し、最低2,750 
円）の委託手数料（税込）が必要となります。また、外国株式等の外国取引にあたっては約定代金に対して最大0.99000％の国内取次手数料（税込）に加え、現地情勢等に応じ
て決定される現地手数料および税金等が必要となります。
株式等の売買等にあたっては、価格等の変動（裏付け資産の価格や収益力の変動を含みます）による損失が生じるおそれがあります。また、外国株式等の売買等にあたっては価格変

動のほかに為替相場の変動等による損失が生じるおそれがあります。
信用取引を行なうにあたっては、売買代金の 30％以上で、かつ30 万円以上の委託保証金が事前に必要です。信用取引は、少額の委託保証金で多額の取引を行なうことができること

から、損失の額が差し入れた委託保証金の額を上回るおそれがあります。
債券を募集・売出し等により、又は当社との相対取引により売買する場合は、その対価（購入対価・売却対価）のみを受払いいただきます。円貨建て債券は、金利水準の変動等により

価格が上下し、損失が生じるおそれがあります。外貨建て債券は、金利水準の変動に加え、為替相場の変動等により損失が生じるおそれがあります。また、債券の発行者または元利金の
支払いを保証する者の財務状況等の変化、およびそれらに関する外部評価の変化等により、損失が生じるおそれがあります。
投資信託をお取引していただく際に、銘柄ごとに設定された購入時手数料および運用管理費用（信託報酬）等の諸経費、等をご負担いただきます。また、各商品等には価格の変動等

による損失が生じるおそれがあります。
ご投資にあたっての留意点
取引コースや商品毎に手数料等およびリスクは異なりますので、上場有価証券等書面、契約締結前交付
書面、目論見書、等をよくお読みください。
外国株式、外国債券の銘柄には、我が国の金融商品取引法に基づく企業内容の開示が行なわれていない
ものもあります。

【手数料等およびリスクについて】

お取引にあたっての手数料等およびリスクについて

【ご投資にあたっての留意点】

取引コースや商品毎に手数料等およびリスクは異なりますので、上場有価証券等書面、契約締結前交付書面、目論見書、等をよくお読みください。
外国株式、外国債券の銘柄には、我が国の金融商品取引法に基づく企業内容の開示が行なわれていないものもあります。
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手数料等の諸費用について
• 「ダイワファンドラップオンライン」にてお客さまにお支払いいただく費用（ファンドラップオンライン・フィー）は、契約資産の時価評価額に対して最大1.1％（年率・

税込）となります。「ダイワファンドラップ」にてお客さまにお支払いいただく費用は、契約資産の時価評価額に対して最大1.76％（年率・税込）となります。「ダ

イワプラチナウェルスラップ」の報酬は、投資一任契約に定める契約資産の額に対して最大1.65％（年率・税込）となります。

• 「ダイワアドバンスラップ」の報酬は、投資一任契約に定める契約資産の額に一定の料率（成功報酬型：上限0.825%（年率・税込）、固定報酬型：上

限1.375%（年率・税込))となります。ダイワＳＭＡ（「ダイワＳＭＡ」および「ダイワＳＭＡプライベート･アセットアロケーション･サービス」の両方を含みます。

以下同じ。）の報酬は、投資一任契約に定める契約資産の額に一定の料率（成功報酬型：上限3.3%（年率・税込）、固定報酬型：上限4.4%

（年率・税込)）となります。成功報酬型の場合は、運用成果の額の最大22%（税込）が加算されます。

• 投資信託を投資対象とする場合、間接的にご負担いただく費用として、運用管理費用（信託報酬）、監査報酬等の費用が発生します。運用管理費用

（信託報酬）は、「ダイワファンドラップオンライン」の場合、純資産総額に対して概算で0.11％～0.34％（年率・税込）となります（組入れ状況等によって

は変動します）。他サービスについては資産配分比率・組入れ状況等により変動するため、事前に料率・上限額等を示すことはできません。監査報酬等の費

用は、組入れる投資信託の運用状況等により変動するため、事前に料率・上限額等を示すことはできません。

• 詳しくは、各商品の投資信託説明書（交付目論見書）、契約締結前交付書面をご確認ください。

ご投資にあたってのリスク等
• 投資一任契約とは、当事者の一方が、相手方から、金融商品の価値等の分析に基づく投資判断の全部または一部を一任されるとともに、当該投資判断に

基づき当該相手方のための投資を行なうのに必要な権限を委任されることを内容とする契約です。

• 「ダイワファンドラップオンライン」、「ダイワファンドラップ」、「ダイワプラチナウェルスラップ」、「ダイワアドバンスラップ」、「ダイワＳＭＡ」は投資一任契約に基づき、値動

きのある有価証券に投資・運用するサービスであるため、契約資産の額（投資元本）が保証されるものではなく、金利・為替相場の変動および株式・債券の

発行者の信用状況などが変化することにより、投資元本を下回る可能性があります。

• 運用による損益は、すべて投資者であるお客さまに帰属します。

【お取引にあたっての手数料等およびリスクについて】



32

■ 商号等 大和証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第108号

■ 加入協会 日本証券業協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、一般社団法人金融先物取引業協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会、一般社団法人日本STO協会

【お取引にあたっての手数料等およびリスクについて】

投資にあたっての留意点
• お客さまに運用をご提案する際に、あらかじめ契約締結前交付書面をお渡ししますので、お申込み前によくお読みください。

• また、お申込みの際には、各サービスにおける「投資一任契約書（兼契約締結時交付書面）」、「サービス内容説明書」、「口座約款」、「サービス約款」等で

契約内容の詳細をご確認ください。


